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２.東港調査の背景

・県北・新潟海域の各測定地点で の
環境基準達成率が低い状況が継続して
いる。

・県北・新潟海域での環境基準非達成の
要因解明については、かねてからの行政
課題であり、課題解決に向けた取り組み
が求められている。
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〇経常研究（平成28～31年度）

・県北海域並び新潟海域及び新潟東港において水質調査等を
行うと共に、公共用水域水質監視調査結果の解析を行った。

・新潟東港のCODについては、東港において燐濃度が上昇した
ことが、COD値漸増に影響していると考えられた。

8２.東港調査の背景

新潟東港を中心としたCOD値に対する影響を調査するため、
令和３～５年度に経常研究を実施。



新潟県

図 県内各海域におけるCOD75%値
の経年変化（1993-2023年度）

※測定値0.0 mg/Lは報告下限値未満（< 0.5 mg/L）を意味します。R5は速報値。
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新潟県

図 県内各海域におけるCOD75%値
の経年変化（1991-2020年度）

10※R5は速報値。
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表 H13～R5 COD75%値（黄色：環境基準非達成）
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※R5は速報値。
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②東港湾内調査：湾内の窒素及び燐の供給源やCOD値に影響を与えて
いる要因を把握
新潟東港内の水質及び底質調査を実施（2021及び2022年度、年2回）。

４.東港調査について

①河川調査：河川から湾内への影響を把握
新潟東港に流入する新発田川放水路、金清水川及び派川加治川
3河川の水質調査を実施（2021及び2022年度、月1回）。

③層別調査： COD値に影響を与えている要因を把握
新潟海域の水質測定計画の調査地点において、水質の深度別の
調査を実施（2021及び2022年度、年6回）。
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図 河川流量調査結果（2021年4月～2023年3月） 表 河川流量調査結果（2021年4月～2023年3月）

派川加治川

金清水川

新発田川放水路

図 調査地点（地理院地図（電子国土web）を加工）

河川調査：2021年4月～2023年3月（月1回）
① 河川調査

15４.東港調査について

T-P負荷量
(g/s)

T-N負荷量
(g/s)

COD負荷量
(g/s)年度河川名

4.9543.11139.912021
新発田川放水路

6.1650.63189.402022
3.0833.9147.132021

金清水川
4.3129.5147.842022
2.38134.4632.202021

派川加治川
4.12158.3937.692022

〇年間負荷量

〇流入河川流量
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図 調査地点（地理院地図（電子国土web）を加工） 表 東港湾内調査結果（2021年８月、10月）

・8月の表層CODはChl.aが高い地点（B, C）で高い→植物プランクトン増殖の影響
・10月の表層CODは河口付近（A, D）で高い→河川からの供給
・8月10月ともに底質T-N，T-Pは河口付近（A, D）で高い→河川からの供給

② 東港湾内調査（概況） 17

地点H地点G地点F地点E地点D地点C地点B地点A表層

2.8 3.2 2.9 3.3 3.0 4.1 3.5 3.1 COD
(mg/L)2021年

８月 11121212 1424 25 6.1 Chl.a
(ug/L)

1.5 1.9 2.4 1.6 2.9 2.2 2.6 3.4 COD
(mg/L)2021年

10月 5.2 5.5 6.1 6.2 2.3 8.9 3.7 2.5 Chl.a
(ug/L)

地点H地点G地点F地点E地点D地点C地点B地点A底層

0.80.70.80.72.22.20.52.6T-N
(mg/g・dry)2021年

８月 0.270.20 0.480.351.10.80 0.391.7T-P
(mg/g・dry)

0.80.91.0 0.52.32.50.20.1T-N
(mg/g・dry)2021年

10月 0.360.38 0.50 0.371.11.0 0.230.18T-P
(mg/g・dry)

Ⅲ

図 調査地点（全体図（左）、湾内拡大図（右）、地理院地図（電子国土web）を加工）

② 東港湾内調査（詳細）

○ 2022年8月23日のみ（21地点）
× 2022年11月8日のみ（10地点）
★両日（11地点）
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② 東港湾内調査（詳細）

派川加治川

金清水川

新発田川放水路

淡色→濃色で低濃度→高濃度
河川河口付近で高濃度、11月に再度調査したものも同様の結果

図 調査地点（地理院地図（電子国土web）を加工）

河川以外の流入源は確認できなかった

図 東港湾内調査結果（2022年８月23日、表層）
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② 東港湾内調査（詳細）

操作部 センサー部

各水質項目に
対応した
センサー

ケーブルで接続 xylem社HPより

多項目水質計について
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図 調査地点（全体図（左）、湾内拡大図（右）、地理院地図（電子国土web）を加工）

② 東港湾内調査（詳細）

○ 2022年8月23日のみ（21地点）
× 2022年11月8日のみ（10地点）
★両日（11地点）

21 ② 東港湾内調査（詳細）

2022年8月

・塩分が深度1～2ｍ程度で急増

・塩分が急増する深度1～2ｍ付近で
クロロフィルaの増加が見られた

・クロロフィルaの増加に伴い、溶存酸素
（DO）の増加が見られた
⇒湾内の複数地点で同様の傾向

・塩分濃度上昇に伴い、水の密度が増加

浮力が上昇し、浮遊物が沈降しにくくなる
と考えられる

・植物プランクトンの光合成による酸素供
給との関連が示唆され、停滞した植物プ
ランクトンが増殖している可能性
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図 鉛直分布（2022年８月）

② 東港湾内調査（詳細） 23

・地点１は塩分の急増があるが、地点23
は８月より変化が少ない
⇒河口付近（地点１周辺）、湾口（地点23
周辺）の地点で同様の傾向

・塩分の急増に伴う、クロロフィルa及び
溶存酸素（DO）の増加が見られない

・河川から湾内への流入水量の差による
影響の可能性

・塩分濃度の変化が少なく、水の密度差
による浮力の影響が夏期より少ない可能
性
・日射による光合成が起きにくい

2022年11月

図 鉛直分布（2022年11月） 図 河川流量調査結果（2021年4月～2023年3月） 表 河川流量調査結果（2021年4月～2023年3月）

派川加治川

金清水川

新発田川放水路

図 調査地点（地理院地図（電子国土web）を加工）

河川調査：2021年4月～2023年3月（月1回）
① 河川調査

24４.東港調査について

T-P負荷量
(g/s)

T-N負荷量
(g/s)

COD負荷量
(g/s)年度河川名

4.9543.11139.912021
新発田川放水路

6.1650.63189.402022
3.0833.9147.132021

金清水川
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2.38134.4632.202021

派川加治川
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〇流入河川流量



② 東港湾内調査（詳細）

2022年11月

2022年8月

・８月は湾外の地点（地点28）も表層の塩分の
低下が見られる
・11月は河口付近の地点（地点１，D）以外は
塩分の変化が少ない
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河川の流量が多い月は、湾外まで河川水の
影響が見られた

湾内のCODが湾外表層に流出し、新潟海域
表層COD上昇に寄与する可能性が推察された

図 鉛直分布（新発田川放水路河口からの距離順）
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５．まとめ

• 新潟東港への窒素及び燐の流入源は，流入河川以外は確認されな
かった。窒素は派川加治川から、燐は新発田川放水路からの負荷量
が大きいことがわかった。

• 新潟東港湾内のCODについては、2021年８月は河川から供給された
窒素及び燐を用いて増殖した植物プランクトン（Chl.a）による内部生産
由来CODが、 2021年10月は河川由来CODが、それぞれ主に影響して
いると推測された。

• 流入河川水の流量が多かった2022年８月は、表層塩分の結果から湾
外まで河川水の影響が見られたことから、湾内のCODが湾外表層に
流出し、新潟海域表層COD上昇に寄与する可能性が推測された。
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